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は
じ
め
に

 　
「
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
ま
ち
の
政
策
情
報
を
正
確
に
把

握
し
、
監
視
を
行
い
、
政
策
提
案
し
、
議
決
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
計
画
書
を
読
ん
で
、
予
算
書
を
見
て
、
そ
の

後
の
決
算
・
評
価
状
況
が
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。」

　

そ
の
視
点
で
想
起
し
た
の
が
、
政
策
の
「
見
え
る
化
」

―
計
画
と
連
動
型
の
予
算
・
決
算
と
評
価
の
し
く
み
で
あ

る
。

　

本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
は
、「
何
を
み
れ
ば
政
策
が
わ
か

る
か
―
連
動
型
事
業
別
予
算
の
す
す
め
」（
神
原
勝
・
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
、
北
海
道
自
治
研
究
二
〇
一
九
年
一

二
月
・
第
六
一
一
号
）
を
読
ん
で
、
私
が
以
前
に
考
察
し

た
「
行
政
経
営
全
体
の
改
革
の
体
系
」
二
〇
〇
五
年
度
北

海
道
ア
カ
デ
ミ
ー
政
策
研
究
『
コ
ス
ト
情
報
を
活
か
し
た
行

政
経
営
を
め
ざ
し
て
』
の
投
稿
と
、
長
年
の
行
政
経
験
か
ら

の
改
善
す
べ
き
論
点
を
再
考
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

神
原
氏
は
、
近
年
、
自
治
体
な
ど
の
行
政
か
ら
多
く
の

政
策
情
報
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
が
み
る
政
策

情
報
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
中
、
予
算
書
を
み
て
も
政
策

が
み
え
な
い
と
い
う
問
題
は
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て

も
そ
れ
ほ
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
か
ら
、「
事
業
」

に
こ
だ
わ
っ
て
自
治
体
の
予
算
、
決
算
、
評
価
の
問
題
を

提
起
さ
れ
た
。

　

私
も
前
述
の
投
稿
で
は
、
行
政
経
営
改
革
を
す
す
め
る

視
点
と
し
て
、「
政
策
」
を
核
と
し
た
シ
ス
テ
ム
設
計
が

必
要
で
あ
り
、
管
理
部
門
を
結
ぶ
共
通
単
位
（
連
動
型
事

業
「
共
通
言
語
」）
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
述
べ
、
そ

れ
が
政
策
の
成
果
志
向
に
つ
な
が
り
、
資
源
が
効
果
的
・

効
率
的
に
配
分
さ
れ
、
経
営
効
果
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

行
政
の
透
明
性
も
向
上
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
政
策
の
「
見
え
る
化
」
を
す
す

め
る
た
め
の
総
合
計
画
事
業
と
事
業
別
予
算
・
決
算
、
そ

し
て
事
業
評
価
の
連
動
の
し
く
み
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

　
１
　
白
老
町
の
総
合
計
画

　

⑴　

総
合
計
画
と
地
方
自
治
法

　

市
町
村
総
合
計
画
に
関
し
て
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四

四
年
）
に
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
基
本
構

想
が
議
会
の
議
決
事
件
（
自
治
法
第
二
条
第
四
項
（
改
正

前
））
と
さ
れ
、
基
本
構
想
は
議
会
と
首
長
と
い
う
市
町

村
の
二
元
代
表
機
関
の
行
動
を
統
制
す
る
高
次
の
規
範
と

い
う
新
た
な
る
重
要
な
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
の
自
治
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
に
基
づ

く
義
務
付
け
の
廃
止
に
関
す
る
事
項
に
該
当
す
る
た
め
、

自
治
法
第
二
条
第
四
項
は
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
総
務

大
臣
通
知
に
は
、
な
お
、
改
正
自
治
法
の
施
行
後
も
、
自

治
法
第
九
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
々
の
市
町

村
が
そ
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
、
引
き
つ
づ
き
現
行
の

基
本
構
想
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
す
る
こ
と
は

政
策
の「
見
え
る
化
」

計
画
と
連
動
型
の
予
算
・
決
算
と
評
価
の
し
く
み

白
老
町
の
事
業
別
予
算
・
決
算
制
度
の
一
考
察

　

北
海
道
自
治
体
学
会
・
議
会
技
術
研
究
会
会
員

高　

橋　

裕　

明
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事
業
コ
ー
ド
を
掲
載
・
管
理
す
る
こ
と
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
２
　
白
老
町
の
予
算
・
決
算

　

⑴　

地
方
自
治
法
で
定
め
る
歳
入
歳
出
予
算

　

予
算
は
、
地
方
自
治
法
第
二
一
一
条
に
お
い
て
、
長
が

年
度
予
算
を
調
整
し
、
年
度
開
始
前
に
、
議
会
の
議
決
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
提
出
を
市
町
村
に

あ
っ
て
は
三
月
一
二
日
ま
で
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二

項
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
予
算
に
関
す
る
説
明
書
を

あ
わ
せ
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
区
分
と
し
て
は
、
自
治
法
第
二
一
六

条
に
お
い
て
、
歳
入
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
性
質
に
従
っ
て

款
に
大
別
し
、
か
つ
、
各
款
中
に
お
い
て
は
こ
れ
を
項
に

区
分
す
る
。
歳
出
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
目
的
に
従
っ
て
こ

れ
を
款
項
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、議
会
の
議
決
の
対
象
と
な
る
歳
入
歳
出
予
算
は
、

款
、
項
で
あ
り
、
目
、
節
は
、
予
算
の
執
行
科
目
（
行
政

科
目
）
と
し
て
議
決
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

目
、
節
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
令
と
し
て
地
方

自
治
法
施
行
規
則
第
一
五
条
別
記
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

予
算
に
関
す
る
説
明
書
の
様
式
（
歳
入
歳
出
予
算
事
項
別

明
細
書
）は
規
則
第
一
五
条
の
二
別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
明
細
書
に
示
さ
れ
て
い
る
歳
入
表
の
説
明
欄

に
つ
い
て
は
、
備
考
二
と
し
て
、
収
入
見
込
額
の
算
出
基

礎
、
税
（
料
）
率
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
、
歳
出
表
で
は
、
予
算
を
計
上
し
た

目
の
内
訳
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
後
述
す
る
事
業
別

予
算
の
記
載
・
説
明
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

⑵　

白
老
町
の
予
算
書

　

白
老
町
の
予
算
書
に
お
い
て
、
事
業
別
予
算
の
形
式
を

導
入
し
た
の
は
一
九
九
三
年
度
か
ら
で
あ
る
（
図
３
）。

そ
れ
ま
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
歳
出
表
で
は
、
予
算

可
能
で
あ
る
と
さ
れ
、
基
本
構
想
の
法
的
な
策
定
義
務
は
な

く
な
っ
た
が
、
策
定
及
び
議
会
の
議
決
を
経
る
か
ど
う
か
は

自
治
体
の
独
自
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

⑵　

白
老
町
の
総
合
計
画

　

白
老
町
で
は
、
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
に
最
初

の
総
合
開
発
計
画
を
策
定
、
一
九
八
七
年
に
第
二
次
総
合

計
画
（
21
プ
ラ
ン
）、
一
九
九
四
年
に
第
三
次
総
合
計
画

（
新
次
元
計
画
）、
二
〇
〇
四
年
に
第
四
次
総
合
計
画
、
二

〇
一
二
年
に
第
五
次
総
合
計
画
を
策
定
、
そ
し
て
二
〇
二

〇
年
（
令
和
二
年
）
に
第
六
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
間
の
総
合
計
画
の
構
造
と
体
系
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
か
ら
第
二
次
ま
で
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
の
三
層
で
、
分
野
、
施
策
、
基
本
事
業
を
体
系
化

し
て
整
理
。
第
三
次
か
ら
は
、
分
野
、
施
策
、
基
本
事
業
、

細
事
業
を
コ
ー
ド
番
号
で
体
系
化
。
第
四
次
は
、
構
造
を

基
本
構
想
、
実
行
計
画
、
年
度
予
算
と
し
、
事
業
番
号
と

事
業
予
算
を
連
動
さ
せ
、
計
画
期
間
を
八
カ
年
の
首
長
任

期
に
合
わ
せ
た
。
し
か
し
、
第
五
次
は
、
元
の
三
層
構
造

と
事
業
コ
ー
ド
の
体
系
化
に
戻
り
、
第
六
次
に
お
い
て
も

同
様
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
第
二
次
（
一
九
八
七
年
）
で
事
業
の
体
系

化
を
導
入
し
、
一
九
九
三
年
度
予
算
書
か
ら
財
政
に
お
い

て
事
業
別
予
算
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
第
三
次
（
一
九

九
四
年
）
か
ら
総
合
計
画
実
施
計
画
の
事
業
別
（
図
１
）

と
予
算
の
事
業
別
の
連
携
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
全
て
の
事
務
事
業
を
計
画
と
予
算
で

名
称
や
内
容
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
や
予
算
シ
ス
テ
ム
に
計
画

図１　第5次白老町総合計画（Ｈ24～Ｈ31）　第7期実施計画書（Ｈ30～Ｈ31）　抜粋
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な
い
。
ま
た
、
第
五
項
に
お
い
て
、
議
会
の
認
定
に
付
す
る

に
当
た
っ
て
は
主
要
施
策
等
成
果
説
明
書
の
ほ
か
政
令
で
定

め
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ
れ
は
政
令
第

一
六
六
条
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実

質
収
支
に
関
す
る
調
書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書
と
し
、
様

式
は
規
則
第
一
六
条
別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

⑷　

白
老
町
の
決
算
書
及
び
書
類

  

白
老
町
の
決
算
書
に
お
い
て
、
事
業
別
の
形
式
を
導
入

し
た
の
は
二
〇
一
四
年
度
決
算
か
ら
で
あ
る
（
図
５
）。

そ
れ
ま
で
は
、
目
の
内
訳
と
し
て
節
ご
と
の
決
算
額
を
記

載
し
て
い
た
（
図
４
）。

　

決
算
書
に
事
業
別
の
形
式
導
入
が
遅
れ
た
理
由
は
明
確

で
は
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
事
業
に
関
す
る
情
報
は
主
要
施

策
等
成
果
説
明
書
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、

議
会
の
活
動
が
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
一
四
年

を
計
上
し
た
目
の
内
訳
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載

す
る
」
こ
と
か
ら
目
の
内
訳
と
し
て
節
ご
と
の
説
明
を
記

載
し
て
い
た
（
図
２
）。

　

⑶　

地
方
自
治
法
の
決
算
の
定
め

　

決
算
は
、
自
治
法
第
二
三
三
条
に
お
い
て
、
会
計
管
理
者

は
出
納
閉
鎖
後
三
箇
月
以
内
に
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

図２　1992（平成４）年度一般会計予算書（抜粋）

図４　1992（平成４）年度一般会計決算書（抜粋）

図３　2018（平成30）年度白老町一般会計予算書（抜粋）
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⑸　

白
老
町
の
主
要
施
策
等
成
果
説
明
書

　

白
老
町
の
主
要
施
策
等
成
果
説
明
書
に
お
い
て
、
事
業

別
予
算
説
明
の
形
式
を
導
入
し
た
の
は
決
算
と
同
様
に
二

〇
一
四
度
か
ら
で
あ
る
（
図
６
）。
そ
れ
ま
で
は
、
目
の

内
訳
と
し
て
節
ご
と
の
決
算
額
説
明
を
記
載
し
て
い
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事
務
事
業

の
効
果
（
評
価
）
等
の
説
明
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
３
　
白
老
町
の
評
価
制
度

　

白
老
町
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
一
九
九
七

年
に
第
三
次
行
政
改
革
実
施
計
画
の
改
善
項
目
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
行
政
評
価
制
度
を
運
用
し

た
。
本
町
で
は
、
評
価
制
度
は
行
政
運
営
の
基
本
シ
ス
テ

ム
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
政
策
・
計
画
と
財
務
・
法
務
、

参
加
が
連
動
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
よ
り
す
す
め
て
き

か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
間
、
町
議
会
で
は
政
策
研
究
会

「
新
し
い
予
算
編
成
方
法
に
関
す
る
政
策
研
究
会
」
を
設

置
し
、
行
政
と
も
協
議
を
重
ね
、
決
算
書
等
の
様
式
変
更

が
す
す
め
ら
れ
た
。
決
算
書
に
事
業
別
の
説
明
が
掲
載
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
主
要
施
策
等
成
果
説
明
書
は
こ
れ

ま
で
よ
り
も
事
業
成
果
（
評
価
）
を
説
明
す
る
書
類
に
進

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

図５　2018（平成30）年度白老町一般会計決算書（抜粋）

図６　2018（平成30）年度主要施策等成果説明書（抜粋）
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い
な
い
状
況
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
既
に
行
政
シ
ス
テ

ム
と
し
て
溶
け
込
み
、
計
画
、
予
算
、
決
算
、
町
民
ニ
ー

ズ
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
評
価
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
評
価
シ
ス
テ
ム
の
目
的
や
効
果
な
ど

を
再
確
認
し
て
、
連
動
・
反
映
・
活
用
の
再
構
築
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
４
　
事
業
連
動
型
の
必
要
性

　

住
民
に
と
っ
て
行
政
情
報
は
分
か
り
に
く
い
と
多
く
の

人
た
ち
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
行
政
職
員
に
と
っ
て
は

い
わ
ゆ
る
業
界
用
語
と
し
て
慣
れ
て
い
て
も
一
般
人
に
は

特
異
な
用
語
で
あ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
が
住
民
の

行
政
離
れ
の
一
因
か
も
し
れ
な
い
。

　

住
民
が
あ
る
一
事
業
の
状
況
を
調
べ
よ
う
と
、
計
画
、

予
算
、
決
算
、
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
で
調
べ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
る
一
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の

過
程
で
違
っ
た
表
現
や
単
位
、
位
置
づ
け
で
取
り
扱
っ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

計
画
に
あ
る
政
策
体
系
の
な
か
の
施
策
、
そ
し
て
施
策

に
あ
る
基
本
事
業
と
そ
の
下
の
細
事
業
を
把
握
し
、
前
出

図
３
予
算
を
例
に
、款
（
商
工
費
）・
項
（
観
光
費
）・
目
（
観

光
対
策
費
）が
わ
か
っ
て
も
事
業
内
容
は
理
解
で
き
な
い
。

そ
の
事
業
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
発
展

若
し
く
は
縮
減
さ
れ
て
い
く
の
か
情
報
を
掴
む
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
つ
の
事
業
が
あ
る
目
的
を
も
っ
て
企
画
・
計
画
（
事

前
評
価
）
さ
れ
、
実
施
す
る
た
め
の
資
源
と
し
て
予
算
が

投
入
さ
れ
（
予
算
査
定
）、
実
施
に
移
さ
れ
る
（
事
中
執

行
評
価
）、
事
業
が
完
了
し
成
果
を
表
す
（
事
後
評
価
）

の
が
一
連
の
経
過
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
経
過
を
た
ど
る

事
業
が
、
計
画
、
予
算
、
決
算
、
評
価
に
お
け
る
名
称
と

内
容
が
統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
住
民
に
と
っ
て
は
益
々
難
解

な
事
業
に
な
っ
て
し
ま
い
、
行
政
に
対
す
る
関
心
・
興
味

や
協
力
な
ど
は
薄
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
計
画
、
予
算
、
決

算
、
評
価
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
改
善
、
修
正
し
な
が

ら
共
通
化
・
一
貫
化
し
て
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
や

す
く
明
確
な
状
況
把
握
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
の
違
い
か
ら
共
通
化
で

き
な
か
っ
た
事
業
情
報
を
統
一
す
る
こ
と
で
政
策
が
わ
か

り
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
５
　
事
業
連
動
型
の
し
く
み

　

事
業
の
発
生
は
、
あ
る
課
題
解
決
や
向
上
・
発
展
に
向

け
た
目
的
・
目
標
志
向
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
事
業

が
必
要
で
あ
る
と
採
択
さ
れ
る
と
計
画
事
業（
プ
ラ
ン
Ｐ
）

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
予
算
計
上
・

予
算
執
行
（
ド
ゥ
Ｄ
）、
決
算
・
成
果
（
チ
ェ
ッ
ク
Ｃ
）、

改
善
（
ア
ク
シ
ョ
ン
Ａ
）
が
循
環
す
る
。
そ
の
と
き
の
事

業
が
す
べ
て
の
過
程
で
同
じ
く
管
理
さ
れ
、
発
信
さ
れ
、

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
「
事
業
連
動
」
と
い
う
。

　

事
業
連
動
の
し
く
み
と
は
、
第
一
に
計
画
事
業
コ
ー
ド

と
事
業
別
予
算
・
決
算
コ
ー
ド
が
同
一
事
業
と
し
て
管
理

さ
れ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
事
業
と
し
て
の
政
策
循
環
を
管

た
。

　

初
期
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
①
既
存
シ
ス
テ
ム
の
活

用
、
事
務
負
担
の
軽
減
、
②
連
動
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
③

参
加
・
意
見
反
映
の
徹
底
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ル
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
完
成
し
た
評
価
体
系

は
、
事
業
評
価
（
予
算
連
動
）、
施
策
評
価
（
決
算
連
動
）、

外
部
評
価
（
費
用
対
効
果
、
協
働
指
標
）
の
三
つ
を
柱
と

し
て
い
た
。

　

①　

既
存
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

行
政
活
動
の
一
環
と
し
て
常
態
化
す
る
こ
と
及
び

事
務
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

左
記
の
既
存
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

ア
．
総
合
計
画
に
よ
る
政
策
体
系（
事
業
コ
ー
ド
）、

イ
．
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
指
標
、
ウ
．
予
算
書

の
事
業
別
予
算
、
エ
．
決
算
の
主
要
施
策
等
成
果
説

明
書
、
オ
．
町
民
意
識
調
査
、
カ
．
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
。

　

②　

連
動
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

前
記
の
既
存
シ
ス
テ
ム
が
、
行
政
部
署
の
違
い
か

ら
管
理
・
運
用
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

さ
ら
に
は
一
貫
性
と
共
通
性
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す

い
情
報
の
提
供
ツ
ー
ル
と
し
て
確
立
し
た
。

　

③　

参
加
・
意
見
反
映
の
徹
底

  

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
意
識
調
査
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し
た
外
部
評
価
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
た
。

　

初
期
の
評
価
制
度
導
入
か
ら
一
五
年
以
上
の
年
月
を
経

て
、
現
状
で
は
評
価
シ
ス
テ
ム
と
し
て
特
段
に
独
立
し
て
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が
終
わ
ら
な
い
し
く
み
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
図
７
）

　
６
　
白
老
町
議
会
の
政
策
研
究
会
の
取
り
組
み

　

二
〇
一
二
年
度
白
老
町
議
会
定
例
会
三
月
会
議
（
二

〇
一
三
年
三
月
二
五
日
）
に
お
い
て
「
新
し
い
予
算
編

成
方
法
に
関
す
る
政
策
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。

　

本
研
究
会
で
は
、
大
き
く
四
つ
の
視
点
か
ら
調
査
研

究
を
す
す
め
た
。
そ
の
項
目
は
、
⑴
予
算
審
議
の
活
性

化
、
⑵
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
議
会
の
関
わ
り
方
、

⑶
予
算
編
成
の
仕
組
み
と
会
計
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、

⑷
町
民
参
加
と
情
報
共
有
の
拡
充
で
あ
り
、
こ
れ
ら
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的

な
取
り
組
み
か
ら
即
時
の
取
り
組
み
ま
で
考
え
ら
れ

る
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
議
会
で
の
模
擬
的
な

予
算
編
成
の
実
施
、
②
予
算
審
議
期
間
や
制
限
等
の
見

直
し
、
③
政
策
検
討
会
議
の
設
置
、
④
予
算
審
査
に
お

け
る
事
業
説
明
資
料
の
拡
充
、
⑤
予
算
編
成
前
及
び
編

成
中
の
協
議
の
場
の
設
置
、
⑥
事
業
評
価
結
果
の
検

証
、
⑦
議
会
に
よ
る
事
業
仕
分
け
の
実
施
、
⑧
予
算
編
成

前
に
議
会
側
か
ら
の
事
業
提
案
、
⑨
改
善
提
案
及
び
そ
の

検
討
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
⑩
複
式
簿
記
の
導
入
に

向
け
た
体
制
づ
く
り
、
⑪
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
明

確
化
、
⑫
基
金
積
立
の
事
業
化
、
⑬
町
民
か
ら
の
予
算
事

業
提
案
の
仕
組
み
、
⑭
総
合
計
画
策
定
時
の
議
会
の
関
わ

り
、
⑮
予
算
編
成
過
程
の
公
開
、
⑯
町
内
会
連
合
会
（
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
等
）
の
活
用
、
⑰
町
民
ア
イ
デ
ア
の
募

集
、⑱
町
民
意
見
の
予
算
反
映
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
た
。

　

最
終
提
言
と
し
て
は
、
⑴
総
合
計
画
実
施
計
画
に
基
づ

い
た
予
算
編
成
の
徹
底
、
⑵
予
算
審
査
及
び
決
算
審
査
の

常
任
委
員
会
化
が
提
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
行
政
と
の
協
議
に
よ
っ
て
、
第
一
に
予
算
審

査
時
に
お
け
る
新
規
事
業
説
明
資
料
の
提
供
、
第
二
に
事

業
別
決
算
書
及
び
主
要
施
策
等
成
果
説
明
書
の
様
式
改
善

が
図
ら
れ
、
本
研
究
会
の
取
り
組
み
の
具
体
的
成
果
が
見

ら
れ
た
。

　

本
研
究
会
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
い
か
に
し
て
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
か
が
重

要
と
捉
え
、
そ
の
手
法
は
今
後
も
研
究
・
実
践
の
余
地
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
す
る
と
し
た
。

　
７
　
事
業
連
動
（
様
式
等
）
の
改
善

　

地
方
議
会
の
役
割
・
機
能
に
は
「
議
決
機
能
」「
監
視

機
能
」「
政
策
提
案
機
能
」
な
ど
が
あ
り
、
自
治
体
政
策

と
は
、「
地
域
に
生
起
す
る
様
々
な
問
題
を
解
決
、
ま
た

は
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
事
案
を
解
決
す
る
た

め
の
手
法
、
取
り
組
み
で
あ
る
」
と
し
た
場
合
、
自
治
体

の
政
策
を
表
す
も
の
と
し
て
、
計
画
書
、
予
算
書
、
決
算

書
、
評
価
書
な
ど
で
、
と
り
わ
け
、
や
る
べ
き
こ
と
は
計

画
書
に
、
そ
の
た
め
の
財
源
投
入
は
予
算
書
に
、
そ
の
結

果
は
決
算
書
に
、
そ
し
て
、
そ
の
成
果
・
効
果
又
は
改
善

策
は
評
価
書
に
現
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
活
か
し
て
白
老

理
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
住
民
に
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
政
策
の
充
実
と
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
そ
の
政
策
循
環
を
通
し
て
、「
事
前
評
価
」

「
事
中
評
価
」「
事
後
評
価
」
が
さ
れ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、

事
前
評
価
し
な
け
れ
ば
予
算
が
つ
か
な
い
、
事
中
評
価
し

て
事
業
執
行
を
す
す
め
る
、
事
後
評
価
し
な
け
れ
ば
決
算

図７　総合計画による事業連動型予算・決算と評価のしくみ（関係図）
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④　

決
算
書
：
事
業
別
決
算
の
事
業
名
は
実
施
計
画
と

一
致
さ
せ
、
事
業
コ
ー
ド
と
担
当
課
名
を
説
明
欄
に

追
加
す
る
。

⑤　

主
要
施
策
等
成
果
説
明
書
：
事
業
の
実
施
内
容
等

は
概
要
欄
に
記
入
し
、
新
た
に
当
該
年
度
の
実
施
効

果
・
成
果
の
評
価
欄
を
追
加
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
改
良
す
る
こ
と
で
事
業
の
循
環（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）

が
よ
り
明
確
に
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
考
え
、さ
ら
に「
事

業
サ
イ
ク
ル
調
書
」
を
提
示
す
る
（
図
８
）。

　
お
わ
り
に

　

白
老
町
の
事
例
を
中
心
に
考
察
を
す
す
め
て
き
た
が
、

着
眼
は
議
員
・
住
民
に
わ
か
る
政
策
・
事
業
に
し
よ
う
と

い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
行
政
が
作
成
し
て
い
る

既
存
の
資
料
か
ら
改
善
を
加
え
る
こ
と
で
効
果
が
上
が
る

方
策
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
議
員
・
住
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
政
策
成
果
志
向
に
つ

な
が
り
、
資
源
が
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
さ
れ
、
経
営

効
果
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
行
政
の
透
明
性
も
向
上
す
る

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

事
業
の
発
生
、
構
成
、
資
源
投
入
、
効
果
・
成
果
を
一

覧
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
改
善
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
国
内
の
自
治
体
の
状
況
を
見
る
と
、
事
業
別

予
算
・
決
算
や
総
合
計
画
事
業
連
動
型
予
算
の
取
り
組
み

段
階
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
計
画
・
予
算
・
決
算
・
評

価
を
つ
な
ぐ
共
通
言
語
（
連
動
型
事
業
コ
ー
ド
）
を
統
一

す
る
こ
と
で
、
理
解
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
説
明
力
が
向
上
し
、
さ
ら
に
有
効
で
効
果
的
な

事
業
執
行
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

最
後
に
、
神
原
氏
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
研
究
成
果

や
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
、
今

後
、
自
治
体
に
お
い
て
政
策
事
業
等
が
あ
ら
ゆ
る
行
政
活

動
の
場
面
で
共
通
言
語
（
事
業
連
動
型
）
と
し
て
活
用
す

る
シ
ス
テ
ム
が
、
広
く
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
注

目
し
た
い
。

＜

た
か
は
し　

ひ
ろ
あ
き＞

町
の
現
行
様
式
の
改
善
案
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

①　

実
施
計
画
事
業
：
事
業
名
称
を
政
策
経
費
は
○
○

事
業
、
経
常
経
費
は
○
○
事
務
と
区
分
し
て
わ
か
り

や
す
く
統
一
す
る
。

②　

予
算
要
求
書
：
事
業
の
事
前
評
価
調
書
と
共
有
す

る
様
式
と
し
、
予
算
付
け
の
評
価
を
明
確
に
す
る
。

③　

予
算
書
：
事
業
別
予
算
の
事
業
名
は
実
施
計
画
と

一
致
さ
せ
、
事
業
コ
ー
ド
と
担
当
課
名
を
説
明
欄
に

追
加
す
る
。

図８　事業サイクル調書


